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別紙１－２    論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨     

 

ヒトは社会的相互作用を通じて自分と他者が互いに影響し合うが，ヒトの特徴として他者

との信号のやりとりに言語を用いることができる点が挙げられる。言語を用いることで信念

や意図，欲求といった高次な情報の交換が可能となる。本博士論文の提出者吉岡歩氏は，二

台の磁気共鳴画像装置（MRI）を用いた二者の脳活動同時計測システム（ハイパースキャン

fMRI システム）を用い，２つの研究を通して言語を用いてコミュニケーションする自分と

他者の心的状態の共有に関わる神経基盤について検討をおこなった。 

本論文は４つの章から構成されている。第１章では，まずヒトの社会的認知や社会性にお

ける視線や表情，音声といったさまざまな信号や心的状態の「共有」について概観し，次い

で社会的相互作用の基礎となる「共同注意」と「共同行為」に関して，その神経基盤と予測

符号化理論による内部モデルについて詳述した。そしてこれまでのこの分野における脳機能

イメージング研究の問題点を指摘し，それを克服するものとして「二人称視点アプローチ」

を紹介し，その方法の 1つとして二者の脳活動を同時に取得し検討するハイパースキャン法

の有効性，さらに共有の神経基盤の候補としての二者の脳活動の同期について論じた。第 2

章では，視線による共同注意の先行研究を概観した後，言語による共同注意の拡張について

述べ，自身が行った言語を介した共同注意の神経基盤研究について詳記した。そこでの結果

として，メンタライジング領域において二者の背景脳活動の同期が，後部上側頭溝と前部島

において課題によって惹起された脳活動の同期がそれぞれ高まることを明らかにし，二者脳

活動の同期が共同注意による情報の共有の神経基盤である可能性を示した。第 3章では，共

同注意を通した個人の主観的な評価を共有する際の神経基盤を検討した自身の研究を具陳

し，共有した評価が主観的か客観的かにかかわらず他者と不一致だった場合には両側の上側

頭回と角回が，主観的評価において不一致だった場合には左下前頭回が関与することを示し

た。また，課題関連脳活動において両側の上側頭回の，背景脳活動において後部上側頭溝の

二者の脳活動同期が高まることも明らかにし，相互作用する二者の刻々と変化する情報共有

状態が，二者の脳活動の同期というかたちで表象されることを示した。第 4章では，総合考

察として共有に関わる複数の心的プロセスを整理し，それぞれのプロセスに対応する神経基

盤についての再検討をおこなった。さらに，相互作用する二者の間に見られる脳活動の同期

が心的状態の共有の神経表象である可能性について，内部モデルの観点から解釈し，論じた。 

本論文は，ハイパースキャン fMRI を用いた二者脳活動同時計測実験という非常に実施困

難な研究を 2つ行い，これまで不明であった言語コミュニケーションの際の二者の脳活動同

期が脳の特定の領域において実際に見られることを実証し，その神経表象を予測符号化理論

に基づく二者の内部モデルの共有化という観点から解釈を試みた点が高く評価できる。 

審査委員からは，扱いたい心理現象と実験課題の乖離，二者の脳活動同期の説明として内

部モデルを用いることの問題点や解釈の妥当性への疑義，「言語」についての理解不足などが

指摘されたが，これらは本論文の欠点というより今後研究を発展させるための課題である。 

以上の理由から，本研究には十分な学術的貢献が認められる。よって，本論文の提出者吉

岡歩氏は博士 (学術) の学位を授与される資格があるものと判定した。 


